
梁
塵
秘
抄

後
白
河
法
皇
が
編
む
。
一
一
八
〇
年
頃
か
。
四
首
目
に
「
信
濃
の

戸
隠
」
と
あ
る
。
高
野
辰
之
編(

東
京
堂1

9
4

3

）『
日
本
歌
謡
集
成

巻
二
』
か
ら
引
用
。

な
お
、

「
淵

ふ

ち

々
ふ

ち

か
せ
に
神
さ
び
」
は
「
淵
々
風
に
神
さ
び
」、

「
土
佐
の
室
生

む

ろ

ふ

と
」
は
「
土
佐
の
室
生
門
」
、

「
か
は
ひ●

み●

つ●

し●

」
は
「
川
ひ
み
つ
し
」、

「
す
べ
り
し
水

み

ず

飲
の

み

」
は
「
滑
石
水
飲
み
」

と
も
読
ま
れ
て
い
る
。

靈
験
所
歌
六
首

○
何
れ
か
法
輪
へ
參
る
道
、
内
野
通
り
の
西
の
京
、
そ
れ
過
ぎ
て
、

や
、
常
盤
林
の
彼
方

あ

な

た

な
る
、
あ
ひ

く
行
流
れ
来く

る
大
堰
川
。

○
嵯
峨
野
の
興

け

う

宴
え

ん

は
、
山
た
う
（
は
ふ
カ

）
か
つ
ら
ま
う

く
車

く
る
ま

田だ

（
本
ノ
マ
マ
）
、
二
條
河
原
、
龜
山
法
輪
や
、
大
堰
川
、
淵

ふ

ち

々
ふ

ち

か
せ
に
神

さ
び
、
松
尾

ま

つ

の

を

の
最
初

さ

い

そ

の
二
月

き

さ

ら

ぎ

の
初
午
に
富

と

み

配
く

ば

る
。

原
本
き
さ
ら
ぎ
ノ
横
ニ
無
之
ト
小
書
キ
ニ
セ
リ
。



○
嵯
峨
野
の
興
宴
は
、
鵜
舟
筏
師
流
れ
紅
葉
、
山
蔭
響
か
す
筝

し
や
う

の
琴

こ

と

、

浄
土
の
遊
び
に
異
な
ら
ず
。

○
四
方
の
靈
験
所
は
、
伊
豆
の
走

は
し
り

井ゐ

、
信
濃
の
戸
隱

と

が

く

し

、
駿
河
の
富
士

の
川
、
伯
耆
の
大
山
、
丹
後
の
成

な

り

相
あ

ひ

と
か
。
土
佐
の
室
生

む

ろ

ふ

と
讃
岐
の

志し

度ど

の
道
場
と
こ
そ
聞
け
。

○
筑
紫
の
靈
験
所
は
大

お

ほ

山
や

ま

四
王
寺
清し

水
み

づ

寺
で

ら

、
む
さ
し
清
瀧
、
豊
前
國

の
企き

救く

の
御
堂
な
。
竈
門

か

ま

ど

の
本
山
、
彦

ひ

こ

の
山
。

○
根
本
中
堂
へ
參
る
道
、
賀
茂
河
は
か
は
ひ●

み●

つ●

し●

（
ひ
ろ
し
カ

）
、

觀
音
院
の
下

さ

が

り
松
、
な
ら
ぬ
柹
の
樹き

人
や
ど
り
禪
師
阪
、
す
べ
り
し

水
み

ず

飲
の

み

四
郎
阪
、
雲
母

き

ら

ら

谷
だ

に

太
田
袈
裟
の
池

い

け

、
あ
こ
や
の
聖
が
立
て
た
り

し
千
本
の
率そ

塔と

婆ば

。

註

「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
『
日

本
歌
謡
集
成

巻
二
』
の2

6
3

コ
マ
目
。

D
O

I
1

0
.1

1
5
0

1
/1

1
7

6
5

4
8

な
お
、「
日
本
古
典
文
学
大
系
〈
第7

3

〉」
に
も
翻
刻
が
あ

る
。


